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１．はじめに 

 Cu2SnS3(CTS)は、希少金属、有毒元素を使用しない環境調和型太陽電池材料として注目されて

いる。近年、我々は、Cuの一部を Agに置換させた(Cu,Ag)2SnS3 (CATS)薄膜太陽電池を硫化法に

より作製し、4.07%の変換効率を報告した 1)。今回、CATS薄膜への KF添加実験を行い、CATS 薄

膜および薄膜太陽電池を作製し、その特性を調べたので報告する。 

２．実験方法 

 真空蒸着法によりMo/SLG 上に、KF/Sn/(Cu+Ag)の順に積層し、プリカーサとした。このときの

mol 比を(Cu+Ag):Sn=1:0.6、Ag/(Cu+Ag)=0.05 一定とし、KF/Cu=0.01～0.03 まで変化させた。次に

プリカーサと Sn, S をガラス管内に真空封入し、電気炉で 570 oC, 30 min の熱処理を行い、CATS

薄膜を作製した。また、作製した CATS薄膜を用いて CATS薄膜太陽電池を作製した。 

３．結果 

 図 1に作製した CATS薄膜のラマン分光スペクトルを示す。すべてのサンプルにおいて、CATS

に対応するピークが観測された。図 2 に作製した太陽電池の Vocと KF 添加量の関係を示す。KF

添加量の増加と共に Vocが増加していることがわかる。今回、最も Vocが高かったのは KF/Cu=0.03

のサンプルで、Voc=248mV が得られた。他の特性は当日報告する。 
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図 1. ラマン分光スペクトル 
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図 2. Vocと KF添加量 
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